
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 139千円 本年度事業費 139千円 交付金交付額 69千円

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)
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事業の必要性
旧朝妻小学校を利用した屋外運動では、水路に土砂が堆積することにより水がオーバーフローし、住
民が利用するにあたって危険な状態にあった。

事業の有効性
土砂がオーバーフローする危険性が少なくなったことで、住民が安心して施設を利用できるようになっ
た

団体名：伊根町

事　業　名 旧朝妻小学校施設整備事業

事業の概要

地域住民が利用を行う旧朝妻小学校屋外運動場周辺の用水路の整備を行った。

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

・旧跡地における安全性の向上により、利用者満足度の向上、利用促進を図った。

・用水路の土砂揚げにより、地域住民の小学校跡地利用における安全性を確保した。

平成23年3月2日～平成23年3月30日

事業の効率性
施設を安心して利用できることに加え、周辺地域の土砂災害が発生する危険性が減少した。

具体的な成果


